
平成18年度予算編成の考え方

○局配分経費の設定
　・経常的経費：次の合計額を前年度局配分一般財源額から減額して設定
　　　　　　　　①　財政構造改革プランにおける各局の平成18年度見直し必要額
　　　　　　　　②　財政構造改革プラン策定後に発生した状況変化による財源不足に対応するもの
　　　　　　　　　として、前年度局配分一般財源額の2.0％に相当する額
　　　　　　　　※ただし、前年度局配分一般財源額が10億円に満たない局については、平成18年度
　　　　　　　　　見直し必要額を削減額とする
　・臨時的経費：ゼロベースからの事業再構築を促進するため、前年度局配分経費から▲20％を削減

○「選択と集中」の促進
　「さっぽろ元気ビジョン」の実現に向け、特に重要な政策課題に関するものは、元気プランで掲げ
　た具体的事業や取組の方向性に基づき、局配分経費とは別に予算編成を実施
　　また、全庁的な取組である公共施設の長寿命化に係る事業についても、局配分経費とは別に予算
　編成を実施
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・新まち追加・補強事業
・公共施設長寿命化関連事業

上記①②の合計額


